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第 2 地区・・・5,308

合　計・・・8,183世帯
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善光寺の被害

城山公民館屋上より

城山地区断層

白馬地区の地震断層

　
　
　

戸
隠
地
質
化
石
博
物
館

　
　
　
　
　

田
辺
　
智
隆

　

昨
年
11
月
22
日
、
長
野
県
北
西

部
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
・
7
の

地
震
が
発
生
。
城
山
公
民
館
の

管
内
で
も
被
害

に
あ
わ
れ
た
方

が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
つ
つ

し
ん
で
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
回
の
地
震

は
白
馬
村
の
神

城
断
層
が
動
い

た
も
の
で
、
小

谷
村
、
小
川
村
、
戸
隠
・
鬼
無
里

で
最
大
震
度
6
弱
が
、
白
馬
村
・

信
濃
町
、
豊
野
・
中
条
・
箱
清
水

で
震
度
5
強
が
観
測
さ
れ
ま
し

た
。

　

現
在
、
私
も
信
州
大
学
を
中
心

に
し
た
地
震
動
調
査
に
加
わ
り
、

被
害
調
査
を
し
て
い
ま
す
が
、
地

震
動
の
強
さ
と
被
害
状
況
の
差
が

目
立
ち
ま
す
。
同
じ
震
度
6
弱
の

鬼
無
里
と
戸
隠
で
も
被
害
状
況
が

異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
市
街
地

で
も
県
庁
か
ら

箱
清
水
に
か
け

て
や
浅
川
・
若

槻
に
か
け
て
の

地
域
に
被
害
が

集
中
し
て
い
ま

す
。
こ
の
地
震

は
震
源
よ
り
遠

く
て
も
揺
れ
方

が
違
い
、
こ
う
し
た
被
害
の
集
中

区
が
生
じ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
重
要
に
な
っ
て
く
る

の
が
地
下
の
地
質
で
す
。
被
害
の

集
中
し
て
い
る
の
は
、
山
際
の
麓

の
部
分
で
す
。こ
う
し
た
部
分
は
、

山
を
つ
く
る
固
い
地
層
や
岩
石
と

な
だ
ら
か
な
斜
面
を
つ
く
る
軟
ら

か
い
地
層
と
の
違
い
が
あ
り
、
硬

さ
の
違
い
が
地
震
の
揺
れ
を
増

幅
す
る
場
合

が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
地

形
を
よ
く
見

る
と
、
箱
清

水
周
辺
は
城

山
や
善
光
寺

付
近
よ
り

ち
ょ
っ
と

低
い
凹
地
に

な
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
は

か
つ
て
は
沼

地
だ
っ
た
と

こ
ろ
で
、
そ

の
水
を
抜
く

た
め
に
沢
を
掘
り
下

げ
て
水
田
に
し
た
の

だ
、
と
い
う
話
が
あ

り
ま
す
。
江
戸
時
代

よ
り
昔
の
話
で
き
ち

ん
と
し
た
資
料
が
な

い
の
で
す
が
、
こ
れ

が
箱
清
水
・
堀
切
沢

な
ど
の
地
名
の
起
源
だ
と
も
い
わ

れ
ま
す
。
沼
に
た
ま
っ
た
軟
弱
な

泥
の
地
層
の
存
在
を
記
録
し
た
資

料
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
軟
弱
な
泥

の
地
層
が
地
震
被
害
を
大
き
く
し

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で

す
。

　

で
は
、こ
の
箱
清
水
の
凹
み
は
、

ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
で
し
ょ
う

か
？　

こ
こ
に
も
長

野
盆
地
の
西
縁
を
走

る
断
層
の
活
動
が
関

係
し
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
善
光

寺
地
震
の
際
に
生
じ
た
長
野
県
庁

―
ひ
ま
わ
り
公
園
―
信
大
教
育
学

部
に
走
る
断
層
を
延
長
す
る
と
、

こ
の
凹
み
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の

断
層
が
動
き
、
大
き
く
隆
起
し
た

部
分
が
大
峰
山
や
地
附
山
で
す
。

箱
清
水
は
断
層
に
よ
っ
て
凹
み
が

で
き
、
そ
の
南
側
に
七
曲
か
ら
流

れ
る
湯
福
川
の
土
砂
が
流
れ
込
ん

で
せ
き
止
め
た
の
で
し
ょ
う
。
長

野
西
高
か
ら
善
光
寺
に
か
け
て
の

高
ま
り
は
、
湯
福
川
の
洪
水
に

よ
っ
て
で
き
た
扇
状
地
な
の
で

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
城
山
公
民
館
周

辺
の
山
や
谷
・
丘
や
川
も
基
本
的

に
は
大
地
の
動
き
に
よ
っ
て
で

き
、
そ
の
後
に
人
々
が
暮
ら
す
よ

う
に
な
っ
た
場
所
で
す
。
今
回
の

災
害
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
も

そ
の
動
き
が
見
ら
れ
る
場
所
だ
と

思
い
ま
す
。
災
害
時
に
被
害
を
減

ら
し
、上
手
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、

自
分
た
ち
の
足
元
を
も
う
一
回
見

直
し
て
み
る
こ
と
が
大
事
な
こ
と

で
し
ょ
う
。（
次
回
は
「
城
山
に

大
噴
水
が
あ
る
理
由
」
で
す
）
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とっても簡単・とってもエコ・とってもおいしい

暖かい会場でえびす講花火見物

今宵の演者は 5人の職員です

若林文夫先生

昭和の哀愁を誘うハーモニカ

　

え
び
す
講
の
夜
に
は
公
民
館
の

建
つ
丘
に
人
が
集
ま
っ
て
く
る
こ

と
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
お
目
当
て
は
花
火
で
す
。

　

戸
外
で
は
寒
い
年
も
あ
る
だ
ろ

う
し
、
打
ち
上
げ
の
待
ち
時
間
も

手
持
ち
無
沙
汰
だ
ろ
う
。何
よ
り
、

数
あ
る
大
き
な
枝
ぶ
り
の
立
ち
木

を
通
し
て
、
肝
心
の
花
火
は
し
っ

か
り
見
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
考
え
ま
し
た
。

　

公
民
館
の
3
階
か
ら
の
花
火
見

物
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
暖
か
い
部

屋
で
、
甘
酒
の
お
振
舞
を
し
て
。

持
ち
込
み
も
自
由
で
。

　

そ
う
い
え
ば
、「
城
山
館
」
は

い
つ
も
昼
間
や
っ
て
い
る
が
、
休

日
の
夜
な
ら
普

段
来
ら
れ
な
い
方

も
来
て
い
た
だ
け

る
。
ご
家
族
で
来

て
い
た
だ
け
る
か

も
し
れ
な
い
。

　

そ
う
だ
、
今
回

は
日
ご
ろ
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
来

館
者
の
皆
さ
ん
に

感
謝
の
意
味
を
込

め
て
、
5
名
の
職

員
一
同
で
演
者
に

　

10
月
30
日
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
前

日
、
20
名
の
淑
女
（
魔
女
）
が
集

合
し
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
を
作
り
ま
し
た
。
作
る
と
い
っ

て
も
、
ミ
キ
サ
ー
で
混
ぜ
る
だ
け

と
い
う
簡
単
な
も
の
。
か
ぼ
ち
ゃ

の
分
量
も
お
好
み
で
変
え
ら
れ
る

か
ら
、
使
い
か
け
の

か
ぼ
ち
ゃ
で
十
分
。

さ
ら
に
新
聞
紙
で
型

を
作
成
す
る
の
で

洗
う
必
要
も
な
く
、

と
っ
て
も
エ
コ
。
ま

さ
に
忙
し
い
主
婦
に

は
大
好
評
の
講
座
で

し
た
。

　

今
回
は
託
児
も
併

設
し
た
た
め
、
若
い

お
母
さ
ん
方
が
た
く

さ
ん
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。
初
め
は
泣

い
て
い
た
お
子
さ
ん

も
し
ば
ら
く
す
る
と
笑
顔
で
遊
ん

で
い
て
、

保
育
士
の

先
生
方
に

は
本
当
に

感
謝
で

す
。

　

来
年
度

も
楽
し
い

企
画
が
目
白
押
し
で
す
。
公
民
館

内
の
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

地
域
へ
の
回
覧
等
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
く
だ
さ
い
ね
。	

（
岩
本
）

　

ハ
ー
モ

ニ
カ
の
音

色
に
は
昭

和
の
響

き
が
宿
る

…
。
ハ
ー

モ
ニ
カ
を

吹
く
と
き

大
切
に
し
て
き
た
も
の
が
よ
み
が

え
る
…
。

　

12
月
4
日
、
野
池
猛
敏
先
生
を

指
導
者
に
お
迎
え
し
て
の
市
民
講

座
は
、
予
想
を
上
回
る
20
名
の
受

講
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
「
と
て
も
楽
し
く
、
分
か
り
や

す
く
、
あ
っ
と
い
う
間
の
時
間
で

し
た
」「
ぜ
ひ
何
回
か
受
け
て
み

た
い
。
今
後
も
続
け
て
ほ
し
い
」

と
い
う
好
評
の
お
声
を
多
数
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
市
民
講
座
の
手
応
え
を

も
と
に
、
来
年
度
、
成
人
学
校
の

新
規
講
座
と
し
て
『
複
音
ハ
ー
モ

ニ
カ
初
級
』
を
発
足
さ
せ
る
こ
と

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

何
十
年
振
り
か
の
再
挑
戦
の
方

は
も
ち
ろ
ん
、
ま
っ
た
く
初
め
て

の
方
大
歓
迎
で
す
。
4
月
開
講
を

お
楽
し
み
に
。	

（
井
澤
）

　

城
山
公
民
館
成
人
学
校
の
講
座

の
ひ
と
つ
に
『
木
版
画
』
が
あ
り

ま
す
。講
師
は
上
山
田
町
在
住
で
、

国
内
は
も
ち
ろ
ん
国
際
的
な
活
躍

を
し
て
お
ら
れ
る
版
画
家
、
若
林

文
夫
先
生
で
す
。

　

昨
年
9
月
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

ジ
ュ
ラ
城
で
個
展
を
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、そ
の
報
告
会
（
勉
強
会
）

を
成
人
学
校
の
授
業
と
兼
ね
て
、

広
く
一
般
に
も
公
開
し
た
の
が
今

回
の
市
民
講
座
で
し
た
。

　

東
欧
の
美
術
紀
行
や
ダ
＝
ヴ
ィ

ン
チ
、
デ
ュ
ー
ラ
の
作
品
な
ど
を

ス
ラ
イ
ド
や
動
画
を
駆
使
し
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
般
参
加
者
を
合
わ
せ
て
39
名

の
受
講
者
が
集
ま
り
、「
美
の
世

界
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
」「
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
人
々
、風
景
、

感
動
し
ま
し
た
」
等
々
、
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。	

（
井
澤
）

な
ろ
う
。

　

そ
ん
な
意
図
の
も
と
に
企
画
し

た
「
城
山
館
ナ
イ
ト
」
で
し
た
が
、

50
名
の
参
加
者
の
皆
様
に
は
特
等

席
か
ら
の
花
火
見
物
と
、
職
員
に

よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
や
ギ
タ
ー
の
演

奏
、
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
、
民
話

の
読
み
語
り
な
ど
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
暖
か
い
会
場
で
、花
火
は
思
っ

た
よ
り
大
き
く
見
え
た
。
生
演
奏

が
一
段
と
気
持
ち
を
盛
り
上
げ
、

豊
か
な
穏
や
か
な
気
分
に
な
れ
ま

し
た
」
な
ど
、
あ
た
た
か
い
お
言

葉
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

で
き
れ
ば
「
城
山
館
」
の
定
番
に
、

と
願
っ
て
い
ま
す
。　
（
井
澤
）

 

か
ぼ
ち
ゃ
の

 

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
作
り

 

ハ
ー
モ
ニ
カ
が

　
吹
け
た
ら
い
い
な

 

東
欧
の
古
城
で

　
　
　
　
　
版
画
展

城
山
館
ナ
イ
ト

　
　

公
民
館
の
３
階
か
ら
え
び
す
講
花
火
大
会
を
観
望
す
る
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城山地区成人式参加者数
男性 女性 合計

対象者（人） 100 97 197

出席者（人） 74 72 146

出席率（％） 74.0 74.2 74.1

決意を新たに誓いの言葉

ホクト文化ホールに集う新成人

　

1
月
11
日
（
日
）
ホ
ク
ト
文

化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
城
山
公

民
館
な
ど
長
野
市
内
7
公
民
館

と
管
内
の
住
民
自
治
協
議
会
が

主
催
す
る
７
公
民
館
合
同
成
人

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
会

場
は
約
1
0
0
0
人
の
新
成
人

の
晴
れ
着
姿
で
華
や
い
だ
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
中
部
地

区
の
藤
澤
嘉
奎
さ
ん
は
、「
多
く

の
犠
牲
者
を
出
し
た
長
野
県
の

自
然
災
害
か
ら
は
命
の
重
さ
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

今
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
こ

と
は
当
た
り
前
の
よ
う
で
、
当

た
り
前
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生

き
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
を
忘

れ
ず
に
一
日
一
日
を
精
一
杯
生

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。」
と
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

城
山
地
区
の
新
成
人
、
元
善

町
の
鈴
木
杏
理
さ
ん
は
、
次
の

よ
う
な
抱
負
を
寄
せ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。「
初
め
て
着
た
振
り

袖
は
と
て
も
窮
屈
で
、
早
く
脱

ぎ
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
が
、
成
人
式
で
旧
友
と
会

う
事
が
出
来
、
そ
ん
な
事
も
忘

れ
て
し
ま
う
程
楽
し
い
時
間
が

過
ご
せ
ま
し
た
。
今
年
、
成
人

式
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
家
族
、

友
達
、
地
域
の
方
々
に
支
え
て

い
た
だ
け
た
事
に
感
謝
し
、
成

人
と
し
て
自
覚
を
も
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。」

新
成
人
を
祝
う

　
　
　合
同
成
人
式

平成26年度

城山公民館成人学校受講生を次により募集します。自分の好きな講座で楽しく学習し、
出会い、ふれあい、学びあいの輪を広め、心豊かで健康な毎日を過ごしませんか。

1募集講座
　平成 27 年度募集の 32 講座（裏面一覧のとおり）

2講座学習期間
	（1）3学期制の講座（各学期 12回、年 36回）
	 	 ◦ 1 学期　4月 13 日（月）〜 7月 17 日（金）
	 	 ◦ 2 学期　7月 27 日（月）〜 11 月 13 日（金）
	 	 ◦ 3 学期　11 月 16 日（月）〜 3月 11 日（金）

	（2）2学期制の講座
	 	 ◦　4「善光寺平の歴史散歩」（各学期12回、年24回）
	 	 	 前期　4月 13 日（月）〜 9月 7日（月）
	 	 	 後期　9月 28 日（月）〜 3月 7日（月）
	 	 ◦　5「郷土史『善光寺』」（各学期 12回、年 24回）
	 	 	 前期　6月 8日（月）〜 10 月 5日（月）
	 	 	 後期　10 月 19 日（月）〜 3月 7日（月）
	 	 ◦ 12「複音ハーモニカ初級」（各学期12回、年24回）
	 	 	 前期　4月 14 日（火）〜 9月 15 日（火）
	 	 	 後期　9月 29 日（火）〜 3月 1日（火）
	 	 ◦ 18「盆栽と盆景」（各学期 12回、年 24回）
	 	 	 前期　4月 15 日（水）〜 9月 16 日（水）
	 	 	 後期　9月 30 日（水）〜 3月 2日（水）
	 	 ◦ 29「ハワイアンフラ入門」（各学期18回、年36回）
	 	 	 前期　4月 17 日（金）〜 9月 18 日（金）
	 	 	 後期　10 月 2日（金）〜 3月 4日（金）
	 	 	 講座時間　午前 10 時〜 11 時 20 分

3講座時間　1 講座 2時間
	（1）午前の部　10 時 00 分〜 12 時 00 分
	（2）午後の部　13 時 30 分〜 15 時 30 分
	（3）夜間の部　18 時 00 分〜 20 時 00 分
　　　※印のあるものは 18 時 30 分〜 20 時 30 分

4受講料　　1学期 8,000 円
5教材費等　講座によりテキスト代、教材費を実費負担
6受講申込み
	（1）期日　4月 3日（金）
	（2）場所　城山公民館本館
	（3）受付時間
	 	 ①新規受講者…午前・午後の講座	9 時 00 分〜 12 時 00 分
	 	 	 夜間の講座 18 時 00 分〜 19 時 00 分
	 	 ②継続受講者…午前・午後の講座 14 時 00 分〜 18 時 00 分
	 	 	 夜間の講座 18 時 30 分〜 19 時 00 分
	（4）当日、1学期又は前期の受講料（8,000 円）を納入願います。

7その他
	 ◦「郷土史『善光寺』」は、御開帳の関係で 6月開始となります

が、受講申し込みは他の講座と同じ 4月 3日になります。
	 ◦「善光寺平の歴史散歩」は「長野歴史散歩」の後継となる新

規開講の講座です。
	 ◦「複音ハーモニカ初級」は新規開講の講座です。複音ハーモ

ニカ（C調）をお持ちでない方は公民館にご相談ください。

平成27年度　城山公民館成人学校受講生募集

裏面の「募集講座」のご案内を併せてご覧ください
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講  座  名 曜日 時間 定員 講 　 師 　内　　　　　容

1 英 語 ･ 英 会 話 基 礎 月 前 30 徳武　久美子 英語を通して目をちょっと世界に向けてみませんか?　日々の生活が楽しくなりますよ!

2 洋 裁 初 級 月 前 30 児玉　たけ代 初めての方でも体型に合わせて手作りの良さを味わってみませんか。着心地の良さがわかります。

3 洋 画 月 前 25 増 尾 　 邦 治 水彩画や油絵を描きたい人が、風景や静物を楽しく描けるように、見方やとらえ方を指導します。

4 善光寺平の歴史散歩 月 前 37 徳 竹 　 康 彰 世界史・日本史の広い観点から、信仰や経済の謎など、びっくりのエピソードをまじえて語ります。

5 郷 土 史 「 善 光 寺 」 月 後 30 小 林 　 順 彦
『善光寺繁盛記』の講読を通し、善光寺の歴史や信仰を学び、併せて仏教一般の理
解を深める。講座は6月開始となるが、ご開帳を振り返っての新たな学びも視野に。

6 太 極 拳 月 後 35 宮 﨑 　 治 子 中国古来の武術の形を、ゆっくりと動く運動です。健康によく、身も心もリフレッシュできます。

7 中 国 語 入 門 月 後 25 鄭　　　　穎 中国語に興味がありますか?この講座では、簡単で実用的な中国語会話を学び、中国事情も紹介します。

8 謡 曲 初 級 月 後 30 木村　 　保 初心者向きの曲目の基礎と区民の会議宴会の盃事祝言法事などに役立つ小謡を稽古してみませんか。

9 英 語 ･ 英 会 話 応 用 火 前 30 徳武　久美子 もっと目を世界に広げてみましょう。世界を知り、世界を旅し、世界に生きましょう。

10 書 道 「 写 経 入 門 」 火 前 46 一 色 　 白 泉 『般若心経』は佛のこころ。写経を通じて美しい細字の世界をのぞいてみませんか。

11 水 彩 画 上 級 火 前 30 増 尾 　 邦 治 楽しい表現、深い内容、将来につながる水彩画になるよう指導します。

12 複音ハーモニカ初級 火 後 18 野 池 　 猛 敏 初心者を中心に基礎的な奏法を学びながら、なつかしい童謡・唱歌などをたのしく演奏しましょう。

13 茶 道 火 夜 30 渡辺　和喜子 おいしく抹茶を点てていただき、心と体に、ビタミンを補ってみませんか。

14 書 道 火 夜 46 一 色 　 白 泉 行書は最も巾広く使われている書体です。今年もその千変萬化の美しい姿を探ります。

15 茶 道 水 前 30 秋 山 　 節 子 茶道の作法を学びながら、和の心を楽しみます。おいしいお茶を美しい手前で、有り合わせの器に。

16 実 用 英 会 話 初 級 水 前 20 ハービー 牧子 簡単な会話表現を少しずつ学んで、言いたいことをどんどん英語で話してみましょう。

17 日 本 画 水 前 30 小 池 　 政 雄 身近な草花の描き方をと通して色彩や構図を学び、絵を描く楽しさや喜びをあじわう。

18 盆 栽 と 盆 景 水 前 30 山本　千城子 四季をたのしむ盆栽と盆景。種からも作れます。悩んでいる盆栽お持ち下さい。

19 木 版 画 木 前 30 若 林 　 文 夫 日本人の感性に最も適している木版画彫り、刷りをおおいに楽しみましょう。

20 着 物 を リ フ ォ ー ム 木 前 25 児玉　たけ代 着物を色々な洋服にして毎日着れること。体型に合わせ手作りを楽しみながら、着物も生き返ります。

21 水 彩 画 初 級 木 前 30 増 尾 　 邦 治 初心者向けの楽しさと面白さで描けるような水彩画を指導します。

22 洋 画 「 人 物 画 」 木 夜 35 増 尾 　 邦 治 初めての人、少し描ける人を対象に、主としてモデルを使って指導します。

23 楽 し い コ ー ラ ス 木 夜※ 30 飯 田 　 忠 文 自然な美しい声、やさしいコーラス、心にしみる日本の歌、懐かしい世界の民謡を、皆で学びます。

24 太 極 拳 木 夜※ 20 吉田　ますみ 太極拳を楽しみながら、硬くなった身体や歪みを整え、美しさと強さを自ら引き出していきましょう。

25 パッチワーク･キルト 金 前 30 上 石 　 利 子 製図･配色の基礎を学び自分だけのパッチワークを仲間と楽しみましょう。初心者歓迎。

26 書 道 初 級 金 前 30 瀧 沢 　 曲 峰 古典の基本を習います。少しでも上手に字を書きたいと思う方、一緒に勉強しましょう。

27 華 道 初 級 金 前 30 髙橋　日出男 身近な草花の美しさに感動した心をいけばなとして、楽しくアレンジしましょう。

28 古 典 文 学 金 前 30 仁科　多美子 古典は長く読み継いで私達の祖先が残した叡智そのものです。ぜひ心に刻んで人生に生かしましょう。

29 ハワイアンフラ入門 金 前 18 山上　由美子 南国ハワイの踊りを年齢問わず楽しめます。頭と体を適度に刺激しゆったりハワイアンな時間です。

30 書 道 中 級 金 後 30 瀧 沢 　 曲 峰 古典の楷･行･草･隷の臨書、倣書を行い、古典を基調とした作品を仕上げます。

31 囲 碁 入 門 金 後 30 黒岩　　 巌 入門者歓迎。この講座で囲碁を覚えた方は既に20人余り。巣立った方は100余人。貴方も碁を!

32 実 用 英 会 話 入 門 金 後 20 ハービー 牧子 初心者対象。歌や簡単な会話など、少しずつ自分のものにして、口に出してみましょう。

平成27年度城山公民館成人学校募集講座
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